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１．システムの概要 

１－１ システムの概要 
本システムは港湾基準、漁港基準に準拠して、『深層混合処理工法技術マニュアル／沿岸開発技術研究

センター』を基に、重力式防波堤の基礎地盤改良による改良地盤の外部安定計算、及び、内部安定計算

を行うシステムです。安定計算では以下の外力を考慮します。 

 

波圧時 鉛直力 水平力 鉛直力ﾓｰﾒﾝﾄ 水平力ﾓｰﾒﾝﾄ 

 Ｖ（kN/m） Ｈ（kN /m） ＭＲ（kN･m/m） ＭＡ（kN･m/m） 

土圧 ○ ○ ○ ○ 

波圧 ――― ○ ――― ○ 

揚圧力 ○ ――― ○ ――― 

壁体重量 ○ ――― ○ ――― 

浮  力 ○ ――― ○ ――― 

その他外力 ○ ○ ○ ○ 
主働側側面付着力 ○ ――― ○ ――― 
受働側側面付着力 ○ ――― ――― ――― 

 

地震時 鉛直力 水平力 鉛直力ﾓｰﾒﾝﾄ 水平力ﾓｰﾒﾝﾄ 

 Ｖ（kN /m） Ｈ（kN /m） ＭＲ（kN･m/m） ＭＡ（kN･m/m） 

土圧 ○ ○ ○ ○ 

動水圧 ――― ○ ――― ○ 

壁体重量 ○ ○ ○ ○ 

壁体地震力 ――― ○ ――― ○ 

浮  力 ○ ――― ○ ――― 

その他外力 ○ ○ ○ ○ 
主働側側面付着力 ○ ――― ○ ――― 
受働側側面付着力 ○ ――― ――― ――― 

※その他の外力、波圧、揚圧、動水圧の合力は『重力式防波堤安定計算システム』での計算値を使用しま

す。 

 

１－２ システムの特徴 
本システムには以下のような特徴があります。 

 

・設計基準は、港湾基準、漁港基準に準拠しています。 

・本システムは『重力式防波堤安定計算システム２』の検討条件ﾌｧｲﾙを基に動作します。 

・改良地盤形状は、ブロック式、壁式に対応、それぞれ着底型、浮き型の選択ができます。 

・計算結果は、報告書形式で印刷されるため、そのまま報告書として利用できます。 

 

〈準拠基準及び参考文献〉 

・港湾の施設の技術上の基準・同解説 平成 11 年 4 月   日本港湾協会 

・漁港の技術指針    平成 11 年 11 月   全国漁港協会 

・漁港構造物の設計ガイド   平成 7 年 2 月   全国漁港協会 

 ・深層混合処理工法技術マニュアル  平成 11 年 4 月   沿岸開発技術研究センター 
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１－３ システムの制限事項 

データ数の制限 
・壁体構成ブロック数   最大 ２０個 

・その他外力数   最大 ３つ 

・任意形状ブロック構成点数  最大 １００点 

 

改良地盤系形状の制限 
・改良地盤の上面（マウンド底面）は、直線で水平とする。 

・改良地盤の底面は、直線で水平とする。 

・改良地盤形状が壁式の場合、改良地盤内の土層は直線で水平とする。 

・「重力式防波堤安定計算システム２」より読み込んだ本体工を移動、削除は不可。 

・改良地盤の土質条件は、未改良土層と同一とする。 

・改良地盤の背面土は粘性土とする。 
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２．外力計算内容について 

２－１ 見掛けの震度の算定 
  本プログラムでは、見かけの震度の計算方法を次の 4 つの中から選択します。直接入力以外を選択し

た場合は、各土層毎の土質定数を使用して見かけの震度を計算します。 

 

[直接入力] 

 

[標準式] 

( ) kk
t

t ×
−

=
10

'
γ
γ

 

ｋ’ ：水中における見かけの震度 

ｋ ：空気中における震度 

γｔ ：水で飽和した土の空気中における単位体積重量（kN/m3） 

  

[二建の提案式] 

k
wh
whh

k ww ×
+∑

++∑
=

γ
γγ

'  

ｋ’ ：水中における見かけの震度 

ｋ ：空気中における震度 

γ ：土の単位体積重量（kN/m3） 

γｗ ：海水の単位体積重量（kN/m3） 

ｈ ：土層の厚さ（m） 

ｈｗ ：土層の水につかっている深さ（m） 

ｗ ：単位面積当たりの載荷重（kN/m2） 

  

[荒井、横井の提案式] 

k
hwhh

hwhh
k

tjti

tjt ×
−++−Σ+Σ

++Σ+Σ
=

)10(})10({2
)(2

'
γγγ
γγγ

 

 

ｈｉ ：残留水位以上の土の層の厚さ（m） 

ｈj ：残留水位以下の土圧を求めようとする層より上の層の厚さ（m） 

ｈ ：残留水位より下の土圧を求めようとする層の厚さ（m） 

γ ：水位面上の土の単位体積重量（kN/m3） 

γｔ ：水で飽和した土の空気中における単位体積重量（kN/m3） 

ｗ ：単位面積当たりの載荷重（kN/m2） 

ｋ ：震度 

ｋ’ ：見かけの震度 

 

 

 



 

－4－ 

２－２ 土圧、水圧の算定式 

主働土圧の算定式 
－砂質土の場合－ 

[常時] 

( ) ( ) 2

2

coscos
sinsin1cos

cos

cos
cos

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡

⋅
−⋅+

+⋅

=

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡
+∑⋅⋅=

βδ
βφδφδ

φ

β
γδ

a

aa

K

whKP

 

[地震時] 

( )

( ) ( ) ( )
( )

2

2

coscos
sinsin1coscos

cos

cos
cos

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡

⋅+
−−⋅+

+⋅+⋅

−
=

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡
+∑⋅⋅=

βθδ
θβφδφθδθ

θφ

β
γδ

a

aa

K

whKP

 

 

Ｐａ ：壁面に働く主働土圧強度（kN/m2） 

φ ：土の内部摩擦角（°） 

γ ：土の単位体積重量（kN/m3） 

ｈ ：土層の厚さ（m） 

Ｋａ ：土層の主働土圧係数 

β ：地表面が水平となす角（°） 

δ ：壁面摩擦角（°） 

θ ：地震合成角（°） θ＝ｔａｎ－１ｋ又は、θ＝ｔａｎ－１ｋ’ 
ｋ ：震度 

ｋ’ ：見掛けの震度 
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－粘性土の場合－ 

[常時] 

( )whKcP
cwhP

a

a

+∑=
−+∑=

γ
γ

2

1 2
 

※二式を比較し、構造物に危険となる土圧分布を用います 

 

[地震時] 

( ) ( )

θγζ

ζζζθ
θζγ

tan
2
21tan

sincossincos
sin

1

1

⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ +∑

−=

⋅
−

⋅
+⋅+∑

=

−

c
wh

cwhPa
 

※ルート内が負の値になる場合は、設計条件で指定した崩壊角を使用します。その他に常時の土

圧を採用する事も出来ます。 

 

( )whKcPa +∑= γ2  

※二式を比較し、構造物に危険となる土圧分布を用います 

 

Ｐａ ：壁面に働く主働土圧強度（kN/m2） 

γ ：土の単位体積重量（kN/m3） 

ｈ ：土層の厚さ（m） 

ｗ ：地表面単位面積当たり載荷重（kN/m2） 

ｃ ：粘着力（kN/m2） 

Ｋｃ ：圧密平衡係数 Ｋｏ＝0.5 

θ ：地震合成角（°） θ＝ｔａｎ－１ｋ又は、θ＝ｔａｎ－１ｋ’ 
ｋ ：震度 

ｋ’ ：見掛けの震度 

ζ ：崩壊面が水平となす角（°） 
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受働土圧算定式 
－砂質土の場合－ 

[常時] 

( ) ( ) 2

2

coscos
sinsin1cos

cos

cos
cos

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡

⋅
+⋅−

−⋅

=

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡
+∑⋅⋅=

βδ
βφδφδ

φ

β
γδ

p

pp

K

whKP

 

[地震時] 

( )

( ) ( ) ( )
( )

2

2

coscos
sinsin1coscos

cos

cos
cos

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡

⋅−
−+⋅−

−⋅−⋅

−
=

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡
+∑⋅⋅=

βθδ
θβφδφθδθ

θφ

β
γδ

p

pp

K

whKP

 

 

ＰＰ ：壁面に働く受働土圧強度（kN/m2） 

φ ：土の内部摩擦角（°） 

γ ：土の単位体積重量（kN/m3） 

ｈ ：土層の厚さ（m） 

ＫＰ ：土層の受働土圧係数 

β ：地表面が水平となす角（°） 

δ ：壁面摩擦角（°） 

θ ：地震合成角（°） θ＝ｔａｎ－１ｋ又は、θ＝ｔａｎ－１ｋ’ 
ｋ ：震度 

ｋ’ ：見掛けの震度 
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－粘性土の場合－ 

[常時] 

cwhPp 2++∑= γ  

 

[地震時] 

cwhPp 2++∑= γ  

 

ＰＰ ：壁面に働く受働土圧強度（kN/m2） 

γ ：土の単位体積重量（kN/m3） 

ｈ ：土層の厚さ（m） 

ｗ ：地表面単位面積当たり載荷重（kN/m2） 

ｃ ：粘着力（kN/m2） 

ＫＣ ：圧密平衡係数 

 

波圧、揚圧、動水圧の算定 
重力式防波堤システムで求めた外力を引き継ぎます。 

 

２－３ 側面付着力の算定 
改良体の主働側及び受働側側面には付着力が作用する。 

 

ＰＡＶ＝１/２・（ｃｉ＋ｃｊ）・Ａ 

ＰＰＶ＝１/２・（ｃｉ＋ｃｊ）・Ａ 

 

ＰＡＶ ：主働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

ＰＰＶ ：受働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

ｃｉ ：改良土層上部粘着力（kN/m2） 

ｃｊ ：改良土層下部粘着力（kN/m2） 

Ａ ：作用面積（m2/m） 
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３．外部安定計算 

３－１ 改良地盤系の滑動 

ブロック式改良土の場合 改良体底面が傾斜している場合 

i

i

hA

RP

HKPP

FPFs
∑++

+
=  

θθ coscos ⋅⋅Σ+∑++

+
=

VHKPP

FPFs
i

i

hA

RP  

 

－着底型の場合－ 

caa

aR

uPVAVV

i

R

BF

PPPPWiVF

στ

τ

μμ

2
1

2

1

=

⋅=

⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ±−++∑=⋅Σ=

 

caa

aR

R

BF
VF

στ

τ
θθμ

2
1

coscos

2

1

=

⋅=
⋅⋅⋅Σ=

 

※二式のせん断抵抗力の内、小さい方を改良体底面に作用するせん断抵抗力とする 

－浮き型の場合－ 

底面下が粘性土の場合 

F cR = ⋅ B  

 

ＦＳ ：滑動安全率 

ＰＰ ：受働土圧の合力（kN/m） 

ＦＲ ：改良地盤底面に作用するせん断抵抗力（kN/m） 

ＰＡ ：主働土圧の水平成分（kN/m） 

ＰＡＶ ：主働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

ＰＰＶ ：受働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

Ｐｈ ：波圧（動水圧）の合力（kN/m） 

Ｐｕ ：揚圧の合力（kN/m） 

ΣＨＫｉ ：地震時慣性力の合力（kN/m） 

ΣＷｉ ：有効重量の合力（kN/m） 

ＰＶ ：主働土圧の鉛直成分（kN/m） 

μ ：摩擦係数（支持層が砂地盤の場合 μ＝tanφ、岩盤の場合 μ＝0.6） 

φ ：底面下砂質土の内部摩擦角（°） 

τａ ：改良体の許容せん断応力度（kN/m２） 

Ｂ ：改良幅（m） 

δｃａ ：許容圧縮応力度（kN/m２） 

Ｃ ：底面下粘性土の粘着力（kN/m２） 



 

－9－ 

壁式改良土の場合 

i

i

hA

uRP

HKPP

FFP
Fs

∑++

++
=  

caa

laR

uPVAVV

i

R

RBF

PPPPWiF

στ

τ

μ

2
1

2

1

=

⋅⋅=

⋅⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ±−++∑=

 

su

uu

RBcF
WF

⋅⋅=
⋅=

2

1 μ
 

※二式のせん断抵抗力の内、小さい方を改良体底面に作用するせん断抵抗力とする 

※二式の滑動抵抗力の内、小さい方を無改良土による滑動抵抗力とする 

 

ＦＳ ：滑動安全率 

ＰＰ ：受働土圧の合力（kN/m） 

ＦＲ ：改良地盤底面に作用するせん断抵抗力（kN/m） 

Ｆｕ ：無改良土による滑動抵抗力（kN/m） 

ＰＡ ：主働土圧の水平成分（kN/m） 

ＰＡＶ ：主働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

ＰＰＶ ：受働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

Ｐｈ ：波圧（動水圧）の合力（kN/m） 

Ｐｕ ：揚圧の合力（kN/m） 

ΣＨＫｉ ：地震時慣性力の合力（kN/m） 

ΣＷｉ ：有効重量の合力（kN/m） 

ＰＶ ：主働土圧の鉛直成分（kN/m） 

μ ：摩擦係数（支持層が砂地盤の場合 μ＝tanφ、岩盤の場合 μ＝0.6） 

φ ：底面下砂質土の内部摩擦角（°） 

τａ ：改良体の許容せん断応力度（kN/m２） 

Ｂ ：改良幅（m） 

δｃａ ：許容圧縮応力度（kN/m２） 

Ｗｕ ：改良壁間無改良土の有効重量（kN/m） 

ＲＬ ：長壁の割合 

ＲＳ ：短壁の割合 

Ｃ ：壁間無改良土下端部における粘着力（kN/m２） 
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３－２ 改良地盤系の転倒 

ブロック式改良土の場合 

ii

i

AAhh

uuPPAVAVVVii

i

A

R

yHKyPyP

xPyPxPxPxW
M
MFs

⋅∑+⋅+⋅

⋅±⋅+⋅+⋅+⋅∑
=

∑
∑

=  

 

ＦＳ ：転倒安全率 

ΣＭＲ ：抵抗モーメント（kN･m/m） 

ΣＭＡ ：転倒モーメント（kN･m/m） 

ΣＷｉ・ｘｉ ：有効重量によるモーメント（kN･m/m） 

ＰＶ・ｘＶ ：主働土圧の鉛直成分によるモーメント（kN･m/m） 

ＰＡＶ・ｘＡＶ ：主働側側面に作用する鉛直付着力によるモーメント（kN･m/m） 

ＰＰ・ｙＰ ：受働土圧によるモーメント（kN･m/m） 

Ｐｈ・ｙｈ ：波圧（動水圧）によるモーメント（kN･m/m） 

Ｐｕ・ｘｕ ：揚圧によるモーメント（kN･m/m） 

ＰＡ・ｙＡ ：主働土圧によるモーメント（kN･m/m） 

ΣＨＫｉ・ｙｉ ：地震時慣性力によるモーメント（kN･m/m） 

 

壁式改良土の場合 

ii

i

AAhh

uuPPAVAVVVii

i

A

R

yHKyPyP

xPyPxPxPxW
M
MFs

⋅∑+⋅+⋅

⋅±⋅+⋅+⋅+⋅∑
=

∑
∑

=  

 

ＦＳ ：転倒安全率 

ΣＭＲ ：抵抗モーメント（kN･m/m） 

ΣＭＡ ：転倒モーメント（地震時の慣性力として、無改良土の転倒ﾓｰﾒﾝﾄを考慮する）（kN･m/m） 

ΣＷｉ・ｘｉ ：有効重量によるモーメント（長壁間の未処理土を含む）（kN･m/m） 

ＰＶ・ｘＶ ：主働土圧の鉛直成分によるモーメント（kN･m/m） 

ＰＡＶ・ｘＡＶ ：主働側側面に作用する鉛直付着力によるモーメント（kN･m/m） 

ＰＰ・ｙＰ ：受働土圧によるモーメント（kN･m/m） 

Ｐｈ・ｙｈ ：波圧（動水圧）によるモーメント（kN･m/m） 

Ｐｕ・ｙｕ ：揚圧によるモーメント（kN･m/m） 

ＰＡ・ｙＡ ：主働土圧によるモーメント（kN･m/m） 

ΣＨＫｉ・ｙｉ ：地震時慣性力によるモーメント（kN･m/m） 
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３－３ 改良地盤系の地盤反力 
 

XBe

PPPPW

yHKMM
W
MX

uPVAVVi

i
ii

i

AR

−=

±−++∑

⋅∑−∑−∑
=

′
′

=

2

 
改良地盤

ｔ1 ｔ2

BD
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ΣＭＲ：抵抗モーメント（kN･m/m）    

ΣＭＡ ：転倒モーメント（kN･m/m）  

ΣＷｉ ：有効重量の合力（kN/m）  

ＰＶ ：主働土圧の鉛直成分（kN/m） 

ＰＡＶ ：主働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

ＰＰＶ ：受働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

Ｐｕ ：揚圧の合力（kN/m） 

Ｘ ：合力の作用高さ（m）   

ｅ ：偏心量（m）  

Ｂ ：改良幅（m）   

ｔ１ ：地盤反力（kN/m２） 

ｔ２ ：地盤反力（kN/m２） 

ＢＤ ：地盤反力分布幅（m） 

ＲＬ ：長壁の割合 
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３－４ 原地盤の許容支持力 

ブロック式改良の場合 
－砂質土地盤の場合－ 

( )q
Fs

B N D N Da r= ⋅ ⋅ ⋅ + ⋅ ⋅ +
1

1 2β γ γ γq 2  

 

－粘性土地盤の場合－ 

Co
kB

≦ の時 4

( ) DCoBk
Fs

qa ⋅+⋅+⋅⋅= 214.5018.11 γ  

 

ｑａ ：許容支持力（水中部分の浮力を考慮した値）（kN/m２） 

ＦＳ ：安全率 

β ：改良体の形状係数（0.5） 

γ１ ：改良体底面から下の土の単位体積重量（有効）（kN/m３） 

γ２ ：改良体底面から上の土の単位体積重量（有効）（kN/m３） 

Ｂ ：地盤反力の分布幅（m） 

Ｄ ：改良体の根入れ深さ（m） 

Ｎｒ，Ｎｑ ：支持力係数 

Ｃ０ ：改良体底面における土の粘着力（kN/m２） 

ｋ ：地盤の粘着力増加係数 
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壁式改良の場合 
－砂質土地盤の場合－ 

1araqa qqt +=  31
≥

η
の場合 

araqa qqt +=  311 <≤
η

の場合 

 

o
qo

aq P
Fs
Np

q +
⋅

=  

Fs
NLrq r

aq
⋅⋅′⋅

= 1
1

5.0
 

Fs
NBrq r

aq
⋅⋅′⋅

=
5.0

2  

( ) ⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−−+=
η
135.0 121 arararar qqqq  

Ｎｒ，Ｎｑ ：支持力係数 

ＰＯ ：支持砂層の有効土かぶり圧（kN/m２） 

γ‘ ：支持砂層の単位体積重量（有効）（kN/m３） 

ＦＳ ：安全率 

η ：長壁の割合 

Ｌｌ ：長壁の厚さ（m） 

Ｂ ：改良幅（m） 

 

－粘性土地盤の場合－ 

ブロック式改良地盤に準ずる。 
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偏心傾斜荷重の検討 
－砂質土地盤の場合－ 

NBqv
2
γ

=  

BV
qvF
/

=  

 

ｑｖ ：限界支持力 

Ｂ ：改良幅（ｍ） 

γ ：土の単位体積重量（水中重量） 

Ｎ ：支持力係数 

ｅ ：荷重合力の偏心量（ｍ） 

ε ：荷重の偏心量 

tanθ ：水平成分に対する鉛直分力の比 tanθ＝Ｈ／Ｖ 

Ｖ ：荷重の鉛直分力（kN） 

Ｈ ：荷重の水平分力（kN） 

Ｆ ：安全率（1.0 以上とする） 

 

－粘性土地盤の場合－ 

 

tanθ≦0.25 の場合     baNc +=  

tanθ＞0.25 の場合     
θ
ε

tan
1−

=Nc  

D
F
C

Ncqa 2
0 γ+=  

 

ｑａ ：許容支持力（kN/ m２） 

Ｎｃ ：支持力係数 

Ｃ０ ：改良体底面における土の粘着力（kN/ m２） 

Ｆ ：安全率 

γ２ ：改良体底面より上の土の単位体積重量（水中重量）（kN/ m３） 

Ｄ ：改良深さ 

ａ，ｂ ：係数 

ε ：荷重の偏心度 ε＝２ｅ／Ｂ 

tanθ ：鉛直分力に対する水平分力の比 tanθ＝Ｈ／Ｖ 

Ｖ ：荷重の鉛直分力（kN） 

Ｈ ：荷重の水平分力（kN） 
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４．内部安定計算 

４－１ 改良地盤の端趾圧 
「改良地盤系の地盤反力」で算定した地盤反力ｔ１、ｔ２を用いる 

なお、改良体端部における側壁拘束圧ｐ１、ｐ２を考慮する 

 

Ｂ
Ｂl

W

Ｔ
地盤反力

改良地盤

本体工

Ｐ Ｐ Ｖ

ｔ１－ｐ１≦σｃａ（kN/m２） 

ｔ２－ｐ２≦σｃａ（kN/m２） 

 

４－２ 改良地盤のせん断応力度 

ブロック式改良土の場合 

A
WPT PV −+

=τ  

 

τ ：せん断応力度（kN/m２） 

Ｔ ：改良地盤前趾よりＢｌの点までの地盤反力の合力（kN/m） 

ＰＰＶ ：受働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

Ｗ ：Ｂｌ間の有効重量（kN/m） 

Ａ ：本体工法直下の改良地盤の断面積（m２） 

Ｂｌ ：改良地盤前趾より本体工法直下の水平距離（マウンドによる荷重分散を考慮）（m） 

 

壁式改良土の場合 
長壁について 

A
WPT PV

l
−+

=τ  

τｌ ：長壁のせん断応力度（kN/m２） 

Ｔ ：改良地盤前趾よりＢｌの点までの長壁に働く地盤反力の合力（kN/m） 

ＰＰＶ ：受働側側面に作用する鉛直付着力合力（kN/m） 

Ｗ ：Ｂｌ間の有効重量（無改良土の重量を除く）（kN/m） 

Ａ ：本体工法直下の改良地盤の断面積（m２） 

Ｂｌ ：改良地盤前趾より本体工法直下の水平距離（マウンドによる荷重分散を考慮）（m） 

 

Ｂ
Ｂl

W

Ｔ
地盤反力

改良地盤

本体工

Ａ

ＬlＬｓ

Ｄl

Ds
Ｄ

Ｐ Ｐ Ｖ
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短壁について 

( )
s

ssdmml
s D

LDhT
2

⋅⋅+⋅′+′
=

γγ
τ  

τＳ ：短壁の最大せん断応力度（kN/m２） 

Ｔ’ｌ ：マウンドによる分散後の端し圧（マウンドの自重は含まない）（kN/m２） 

γ’ｍ ：マウンドの単位体積重量（kN/m３） 

ｈｍ ：マウンド厚（m） 

γｄ ：改良地盤の単位体積重量（kN/m３） 

θ ：マウンドによる荷重分散角（°） 

 

θ

γ’

γｄ

T’l

ｈm

Ds

Dl

Ds

γｄ

T’l＋γ’ｍhm
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４－３ 抜け出しの検討 

AT

PTST

P
PPFs
′

′+′
=  

 

Ｐ’ＳＴ ：検討面のせん断抵抗力（kN） 

Ｐ’ＳＴ＝（（上限Ｃ＋下限Ｃ）・ＬＳ＋平均Ｃ・２Ｄｉ）・Ｂ 

Ｐ’ＡＴ ：Ｄｉ、ＬＳに作用する主働土圧合力（残留水圧、地震時慣性力を含む）（kN） 

Ｐ’ＰＴ ：Ｄｉ、ＬＳに作用する受働土圧合力（kN） 

Ｂ ：改良幅（m） 

ＬＳ ：短壁の法線方向長さ（m） 

Ｄｉ ：短壁下端より検討面（任意の面）までの距離（m） 

 

Ｂ
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Ls Ls
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